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自然環境への配慮事項
 どのルートであっても、コウノトリや貴重種（猛禽類）などの生息域が存在する。
 その他、動植物も含めた全体の自然環境に影響を及ぼすことが考えられ、回避・低減等による配慮が必要となる
ため、概略ルート（250m幅）検討の際に十分留意が必要。
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出典：道路環境影響評価の技術手法（国総研資料第906号）

■自然環境配慮のイメージ（回避・低減・代償）



景観への配慮事項
 久美浜の街なみやカキの養殖等の重要な景観資産が存在する久美浜町域に、どのルートであっても近接する。
 また景観資産だけでなく、観光拠点である夕日ヶ浦温泉や網野町域からの外部景観への影響が懸念され、どのルー
トであっても、回避・低減等による配慮が必要となるため、概略ルート（250m幅）検討の際に十分留意が必要

出典：北海道の道路デザインブック(案)（寒地土木研究所）
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■景観配慮のイメージ
○周囲地形との調和

○構造物の採用（切土のり面の縮小）


